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■保険料全体の構成割合

加
入
世
帯
間
で

保
険
料
負
担
を
公
平
に

本
市
の
国
保
加
入
世
帯
で
は
、
高
齢
化

が
進
み
、
六
十
五
歳
以
上
の
方
の
割
合
が

約
四
割
に
達
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
引

く
不
況
の
影
響
に
よ
っ
て
加
入
世
帯
の
所

得
も
減
少
し
続
け
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
こ
れ
ま
で
保
険

料
の
計
算
基
礎
と
し
て
い
た
「
市
民
税
所

得
割
」
が
か
か
ら
な
い
世
帯
が
増
え
る
こ

と
な
ど
に
よ
っ
て
一
部
の
世
帯
に
負
担
が

集
中
し
、
加
入
世
帯
間
の
負
担
に
不
均
衡

が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
変
更
は
、

こ
れ
を
や
わ
ら
げ
、
加
入
世
帯
間
の
負
担

を
で
き
る
だ
け
公
平
に
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

計
算
の
基
礎
を「
市
民
税
の
所
得
割
」

か
ら
、「
住
民
税
全
体
」に

住
民
税
に
は
「
市
民
税
」
と
「
道
民

税
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
所
得
に
応
じ
て

か
か
る
「
所
得
割
」
と
一
定
額
の
「
均
等

割
」
が
あ
り
ま
す
。
年
金
世
帯
や
所
得
の

少
な
い
世
帯
に
は
「
均
等
割
」
し
か
か
か

ら
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

計
算
方
法
で
は
、「
市
民
税
所
得
割
」が
か

か
る
世
帯
に
負
担
が
集
中
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
計
算
の
基
礎
を
「
住
民
税

全
体
」
に
変
更
し
、
市
民
税
・
道
民
税
の

「
均
等
割
」
だ
け
か
か
る
世
帯
に
も
、
保

険
料
の
所
得
割
額
を
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
均
等
割
額
」の
割
合
を
高
め

加
入
者
間
で
広
く
薄
い
負
担
を

保
険
料
は
、
左
図
の
通
り
、
三
つ
の
部

分
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
変
更
で

は
、
本
市
の
保
険
料
全
体
に
お
け
る
こ
れ

ら
の
割
合
も
見
直
し
ま
し
た
。
一
人
当
た

り
定
額
で
か
か
る
「
均
等
割
額
」
の
割
合

を
増
や
し
、
収
入
に
応
じ
て
決
ま
る
「
所

得
割
額
」
の
割
合
を
減
ら
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
所
得
割
が
か
か
る
世
帯
の
負
担
を

や
わ
ら
げ
、
加
入
者
皆
さ
ん
で
広
く
薄
く

負
担
し
て
い
た
だ
く
た
め
で
す
。

保
険
料
の
最
高
限
度
額
も

変
わ
り
ま
す

国
で
定
め
る
医
療
分
の
保
険
料
の
最
高

限
度
額
は
五
十
三
万
円
で
す
が
、
本
市
で

は
こ
れ
を
五
十
二
万
円
に
抑
え
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
市
民
税
の
額
に
応
じ
て
、
さ

ら
に
減
額
す
る
仕
組
み
も
取
り
入
れ
て
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
所
得
が
高
い
世
帯
へ

の
措
置
は
、
結
果
的
に
ほ
か
の
世
帯
の
負

担
を
大
き
く
し
て
き
た
た
め
、
最
高
限
度

額
を
法
令
通
り
五
十
三
万
円
に
し
ま
す
。

ま
た
、
法
令
改
正
に
伴
い
、
介
護
分

（
介
護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
を
対
象
と

し
た
保
険
料
）
の
最
高
限
度
額
に
つ
い
て

も
、
七
万
円
か
ら
八
万
円
に
変
更
し
ま
す
。

今
年
度
に
限
り

増
加
分
の
減
額
措
置
を
実
施

今
回
の
変
更
は
、
負
担
が
集
中
し
て
い

る
一
部
の
世
帯
の
保
険
料
を
、
加
入
者
の

皆
さ
ん
で
広
く
薄
く
負
担
し
、
支
え
合
う

た
め
の
も
の
で
す
。
従
っ
て
、
保
険
料
の

負
担
が
以
前
よ
り
増
え
る
世
帯
が
あ
り
ま

す
。
十
四
年
度
の
試
算
で
は
、
約
八
割
の

世
帯
が
負
担
増
と
な
り
、
二
割
の
世
帯
が

負
担
減
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
新
旧
の
計
算
方
法
に
よ
る
保
険

料
を
比
べ
て
、
増
加
の
割
合
が
３０
％
を
超

え
る
と
き
は
、
超
え
た
分
を
減
額
す
る
措

置
を
今
年
度
に
限
り
行
い
ま
す
。

十
五
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の

納
付
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

十
五
年
度
の
年
間
の
保
険
料
は
六
月

に
決
ま
り
、
納
付
通
知
書
で
金
額
や
計

算
の
内
訳
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
険
料
は
、
六
月
か
ら
翌
年
三
月
ま

で
十
回
の
納
期
に
分
け
て
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
第
二
号

被
保
険
者
が
い
る
世
帯
に
は
、
医
療
分

と
介
護
二
号
分
の
保
険
料
を
合
わ
せ
た

金
額
の
納
付
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

新
☆
☆
☆
☆
×

料率

⇒

従来
☆
―
―
―
×

料率

住民税
所得割
均等割
所得割
均等割

市民税

道民税

詳
細

区
役
所（
１４
�
）の
保
険
年
金
課

国民健康保険料の
計算方法が
変わります
保険料の納付通知書を６月中旬にお送

りします。一部の世帯に集中している

保険料負担をやわらげるため、今年度

から札幌市の保険料の計算方法が変わ

ります。その概要をお知らせします。

これまでの計算方法で
は、市民税の所得割が
かかる世帯に負担が集
中していたんだね。

保険料所得割額の計算基礎

■国民健康保険料の内訳
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